眠っていたら島は沈む――屋久島フィールドワーク講座の受講生からのメッセージ

安渓貴子・安渓遊地編 

迷いと決断

　安渓遊地が大学で教え始めたころ、「先生が教えている文化人類学って何の役にたつんですか？」とよく訊かれました。当時は「直接何かの役にはたちません。でも、『役にたつか、立たないか』でしか捉えられないような狭い考え方を打ち破るのに役立つんですよ」という曲がりくねった返事をしていました（今は、「異文化への寛容を実践して、足下から平和をつくる」と答えていますが）。最近の私たちは、フィールドワークを中心にした地域研究という立場で地域とかかわっています。私たちの理解では地域研究で大切なのは、「冷静な学問研究」と「地域への熱い愛情」との微妙なバランスです。その危ういバランスを保つ方法を屋久島を教科書にして学ぶ、というのが、毎年夏に開催されてきたフィールドワーク講座で私たちが担当してきた「人と自然のかかわり班」の隠れたカリキュラムでした。

　私たちは、屋久島に直接役立つと期待されるようなテーマを意識的に避けてきました。そのための手法として、今は人が住まなくなった屋久島の廃村を調べました。西部林道の半山・川原を手始めに、小杉谷や石塚のフィールドワークを全国から集まった大学生、地元の高校生たちと繰り広げてきました。

　しかし、フィギュアスケートに例えればそういう「自由演技」だけでは許されない所にとうとう追い込まれました。フィールドワーク講座の世話人で町役場の担当者の木原幸治さんにくりかえし口説かれたのです。島を思う木原さんの熱意にとうとう承諾してしまった「規定演技」の課題は、宮之浦川の上流にある「屋久島総合自然公園」の活性化プロジェクトでした。

　私たちは、アフリカから招いた友人達といっしょに総合自然公園のステージで歌をうたったことがあります。一度しか訪ねたことのない場所の開発計画をめぐって、未経験の若者たちとわずか一週間で、何らかのアイデアを提供するとは、どう考えても無謀としかいいようのない企画ですが、「インターネット上で動くオープンフィールド博物館構想」にとりくむ湯本貴和さん（総合地球環境学研究所）とともに力をつくしてみることにしました。

  開催期間も二〇〇四年八月十七日から二十二日までの七泊八日と決定し、全国から寄せられた応募書類からメンバーを選考しました。いつもは、みずみずしい感性を最優先しているのですが、今回はそれだけでなく、実務的な能力や経験も加味したつもりです。屋久島高校からの参加者を期待しましたが、残念ながら今年は希望者がなく、受講生は、浅尾真利子さん（東大院）・大久保実香さん（筑波大）・夫馬和寛さん（神戸大）・吉川温子さん（神戸学院大）の四人でした。ボランティアスタッフで、二〇〇二年の「人と自然班」のメンバーだった、小島佳奈さん（上智大院）もほとんどの活動に参加してくれました。

事前準備から

　沖縄県竹富島の上勢頭芳徳（うえせど・よしのり）さんに助言者として加わっていただくことにしました。上勢頭さんは、「竹富島には橋とか大型リゾートとか、そんなものはいらないね」ということを言い続け、多くの観光客を受け入れながらも伝統の町並みを保全して島を守る原動力となってきた方の一人です。

　フィールドワークでの見聞や討議の内容をきちんと説得力のあるものにまとめあげるために、私どもが川喜田二郎先生の移動大学で教わったＫＪ法による問題解決学（『発想法』『続・発想法』中公新書）を使い、１．問題提起（何を取り上げるのか）、２．現状把握（実際はどうなっているのか）、３．本質追究（結局どこが問題点か）、４．構想計画（どういう方向で解決をはかるか）あたりまで、を本腰を入れてまとめていくことにしました。そのために、まとめる時間をいつもの倍のまる二日とりました。

　フィールドワークとＫＪ法によるまとめの成果はたくさんの「屋久のお宝カード」と、現状把握・本質追究・構想計画の三枚の図解となり、受講生が分担して文章化した報告となっています。この文章は、その報告を元に、島の方々に読んでいただきやすいように加筆したものです。元の報告そのものは、京都大学と上屋久町で発行する『第六回屋久島フィールドワーク講座報告書』または、フィールドワーク講座のウェブページ（http://google.comで検索してください）をご参照ください。お宝カードについては、上屋久町の環境政策課に寄贈することにしています。

問題提起・フィールドワークの目的

　今回の「人と自然のかかわり班」は、宮之浦川上流域にある屋久島総合自然公園の活用方法を提案することを目的として調査を行いました。

　屋久島総合自然公園（以下、自然公園）は、上屋久町林地活用計画の一環として、宮之浦川上流地域に対する施策として組み込まれていました。上屋久町林地活用計画とは、ふるさと創生対象事業として、平成元年度及び平成二年度の二ヶ年にわたり、上屋久町が上屋久町林地活用対策専門委員会に計画策定を委託したもので 、「森・水・人のふれあいを基調とした森林文化の創造」をキーワードにして、長い目で見た、保全しながらの森林の利用、活用を提案したものです。林地活用計画の報告書の中で宮之浦川上流域では、自然とのかかわりを重視した、以下のように様々な施設を組み込んだ総合的な利用が提案されていました 。

　　宮之浦川上流域の国有林二四・二五・二六・二七林班は、宮之浦市街地から約三から七キロメートルほどの上流の標高百メートルから四百メートルにわたる地域にあって、上屋久営林署の屋久杉生産基地として昭和三十年代前半までは集落が形成されていた。

　　現在は、樹齢が三十年から四十年生の杉人工林帯と照葉樹林帯が混在しており、渓谷をふくむ景観は、島内でも有数の景勝地であり、本町がめざす滞在型の観光基地や青少年の研修地、山菜や薬草の栽培などにはよい自然条件が整っている。

　　この地区約二百ヘクタールの平坦なひろがりに、渓流や森林などの豊かな自然景観をいかした屋久島の固有植物（ヤクシマシャクナゲ、ヤクタネゴヨウマツ、サツキ、野草など）が鑑賞できる屋久島総合自然公園「緑の図書館（仮称）」、長期間に宿泊できるログキャビンやペンション村、屋久杉とのかかわりを大切にする展示、研修などの機能をもった、屋久杉工芸村、林地の生産性向上を追及するパイロット事業として、山菜、薬草の森などの整備をはかる。また、このひろがりに密生する樹林三十年から五十年生の人工杉林は、百年から三百年サイクルのモデル鑑賞林として造成をはかる。

　　市街地と本地域をむすぶアクセス交通の整備については、地域の自然景観にうまく適合した並木（樹齢三十年生～五十年生の杉民有林を約二・六キロメートルにわたり、道路帯をふくめて幅約五十メートルで保護樹帯として確保する。）の用地確保など、道路そのものが観光資源となるような長期的展望にたった整備をはかる。またこの地域内のアクセス交通は、残存する森林軌道後を有効活用する方策として森林鉄道や遊歩道の整備をはかるとともに、小杉谷・縄文杉・奥岳ルートなど、屋久島の原生自然を代表する屋久杉探勝の前線基地としての機能をはたせるよう整備をはかる。

　この他にも、公園内に湧く冷泉を利用し、かつての湯治場を復活させるという目的や、固有植物を実生から育成・販売することで盗伐を防ごうという目的もあげられました 。現在は植物園、野外ステージ、休憩舎、川沿い遊歩道の整備がされ、二〇〇四年八月一日から三百円（小・中・高生百円）の料金設定で植物園がオープンしました。実生から育てたヤクシマシャクナゲが販売段階に至ったことからその販売をふくめ、今後の植物園の運用が課題となっています。

　私たちは、自然公園の活用方法を考えるという課題に取り組むためにも、屋久島全体を視野に入れた活用ができるよう、自然公園がある場所の歴史や、他の場所・地域での取り組みなど、様々な視点から調査を行いました。

現状把握・荒波の中で屋久島の文化と自然を継承する努力も

自然公園といいながらゴルフ場みたい

　自然公園は全体計画やテーマが見えず、まわりの環境や地元になじんでいないように見えます。広大な土地を切り開いて芝生を植え、石造りの道を設けたゴルフ場を思わせるような景観でとてもきれいに整備されています。しかし、周りの自然との調和がとれていず不自然な空間になっています。訪れる人が少なく、施設自体にも魅力が少ないように思われました。その理由として次のようなものが考えられます。

　展示物であるヤクタネゴヨウやガジュマルが、芝生の中にポツポツとあるだけで屋久島の植生の特徴や自然の面白さを感じられるものとはなっていません。また仕方のないことかもしれませんが、新たに設置された鹿よけのフェンスが目に付き、囲まれた空間でしか動植物が見られないという圧迫感を覚えます。

珍しい植物の展示や販売の方法に工夫が必要

　展示室には、屋久島固有種や珍しい植物を小さな植木鉢で展示しているのですが、現状は平面的に並べているだけです。分かりやすく楽しめるものにするために、鉢の高さを変え、植物学的な意味づけをして並べるなどの見せる工夫をする余地があると感じました。

 また、これまでにつぎ込んだ膨大な費用にみあう収入の一部に充てようという計画のヤクシマシャクナゲの鉢の売値が千円から三千五百円というのは、花が咲くまで十二年もかかったという手間と年月を知ると、安すぎる値段設定のようにも感じられます。

湯の川の湯治場の再開には高いハードルが

　自然公園内には、湯の川（ゆのこ）という小さな湯治場だった冷泉があります。農閑期に地元の人々が宿泊して湯治する場所として愛されていました。ここでの温泉施設の整備・再開は、自然公園を作る際の目的のひとつで、地域の方々との約束でもあるというのですが、源泉の水量が少ないことと、下流を汚染しないために、洗い場からの石鹸・シャンプーなどを含む排水処理をどうすべきかなど検討課題が山積みです。現在は湧き出る温泉水を二基のタンクに貯めてあり、人々が持ち帰り自宅でわかすシステムになっています。

自然環境を売り物にした観光開発の姿勢が見える

　町としては地域の人が集い、島の自然を再認識してもらう施設を目指しているというのですが、広大な駐車場、二車線の舗装道路を整備したところから見ると、観光客誘致も目指していることは明かです。

  結局、総合自然公園のテーマや全体計画が、いまひとつはっきり見えてこないのです。

　このような自然環境を売り物にした施設の開発は屋久島全体で進んでいることで、自然公園だけの問題ではありません。島の産業がサービス産業にシフトした今日、屋久島における観光全般の在り方について考える必要があると参加者一同痛感しました。

屋久島でこそ気づく自然の力と循環のしくみ

　霞む山並みから岩の間を縫って澄んだ水がとうとうと流れる川。長寿の樹・屋久杉やガジュマルの迫力。多様な着生植物をまとった木々。足下を見ればコケやシダが個性豊かについている岩。花崗岩からなる痩せ地であるという苛酷な環境にもかかわらず樹々がどっしりと根を降ろし、動物たちが生きています。シカもサルも植物もそのまんまの姿が海辺から山頂まで見られる森。二〇〇四年の台風四号の爪痕が残る自然公園も、考えようでは自然の激しい力を実感する場ではないのでしょうか。

　山にいて眼下に海を臨むことができ、海に立てばさっき歩いてきた山の石や砂と同じものが足下にあって、海と山が確かにつながっていることを屋久島では実感します。

　人間にコントロールされていない自然の、荒々しくも優しい力とそこに生きている命のつながりに気づくことができれば、島を訪れた人は、ここには山の神様が本当におられて全ての生命を守っているようだと心の奥から感じられるのではないでしょうか。

世界遺産の島へのあこがれ

　屋久島は一九九四年、縄文杉を含む原生林が世界遺産登録されました。島はこの素晴らしい自然を資源にした観光産業の開発を進めています。人々が公害や地球規模の汚染を経験する中で、自然回帰の潮流が強まり、屋久島の貴重な自然にあこがれて島を訪れる観光客は年々増えています。私たちもまた、島に向かうフェリーの中で、初めて訪れる屋久島への期待がわき上がるのを覚えたひとりでした。

都会的な暮らしに呑み込まれる島民

　観光客が増えたことで購買力が上がって、大型店舗の営業が可能になり、外部の資本が続々と参入してきました。島の人々の念願の総合病院ができて、無料の送迎バスで診療に来ることができるようになりました。しかし病院のまわりに大型スーパーが建ち、お年寄りが病院の帰りに気軽に買い物を楽しむようになり、集落にある小さな店の経営が危機に瀕していると、屋久島高校生も心配しています。確かに生活は手軽で便利になったのかもしれません。しかしはたして、「地元の人々の生活が豊かになった」と手放しで言えるでしょうか。

子どもの生活環境も遊びも変わった

　世界遺産の指定のころから、道路の整備、新たな観光業の展開、大型店舗の進出などで島の人々の生活が都市化してきました。メディアの発達で大都会の生活が紹介されるにつれて、子どもたちの遊びも変わってきました。

　かつて子どもたちは山や川に出かけ、シイの実を採ったりウナギ釣りやエビとりをしたりして自然の中で遊び、自然とのつきあい方を学びました。しかし今の島の子どもたちは町と変わりなく、ファミコンに夢中で外で遊びません。「川ガキ」と呼ばれる川遊びをする子どもたちが絶滅しそうなのです。

もうガラッパはいない

 一方で護岸工事をした川からは芦原がなくなり、魚やウナギが姿を消したことも見逃せません。自然公園の上流にあった営林署の機関士をしていた笠井林さんが、ガラッパ（河童）や火の玉が出た話を表情豊かに語って下さった最後に「今はもうガラッパはいない」とおっしゃっていたのが印象的でした。

　この講座を支えている研究者（とその卵）の自戒の言葉として、研究目的とはいえ貴重な自然を破壊しているのではないか、いま一度考えるべきでは、という言葉もありました。

　都市化・合理化・科学技術信仰の波にのまれていく屋久島の前に、島へのあこがれをもってやってきた私たちは立ちつくしてしまうのです。

忘れられる屋久島の山と海の文化

　屋久島には昔から山岳信仰があり、山に入るときには“ごめんごめん”などと挨拶をしてから入ります。山の神様に里での豊穣や家内安全を祈願するとともに、奥岳の自然を大切に守ってきました。例えば永田の住人が永田岳に登るのは年に二度だけ、五月と九月の岳参りの時と定められていました。また、他の集落の人たちが崇めている奥岳である宮之浦岳や石塚山には永田の住民は登らないものでした。

　岳参りの登山の時には、部落の代表が奥岳からヤクシマシャクナゲの枝を採ってきて各家庭に配るという習慣がありました。しかし今は売ればお金になるからと乱獲したことで減り、採集は禁止です。大勢の観光客が島の固有の文化も知らずに山に登り、貴重な植物を乱獲したこともあり、固有種が絶滅危惧種となり、島民であっても伝統的なシャクナゲの採取が難しくなるという文化の継承にかかわる事態が生まれています。

かろうじて伝えられている伝統的な生活と文化

　牛床詣所（うしとこもういしょ）に詣でると、里に近いのに森の中の異次元空間で、よそ者の私たちもすっぽり入り込んでしまい、祈りの心がわいてきました。ここは山の神祭りの舞台であり、その日一日は今も山に入らずここですごす、そうしないと落ち着かないと島の人はおっしゃいます。

　ウナギ釣り、ヨモギやツワ（ツワブキ）摘み、カカラ（サルトリイバラ）の葉採りなどは今もするといい、里には今も自然を生かす知恵が生きています。屋久島は時間の流れが違うことを感じて欲しい、新しい立派な建物ができても興味がないとおっしゃった方々の言葉が思い出されました。屋久島の魅力とは、自然を恐れ敬い、自然と共存する地元の人々の営みにもあると気づかされました。

　自然公園の上流にある山で働いたころの写真をその山にいて見せていただきました。また、鍛冶屋さんだった永野憲一さんの当時の作業日誌を見せていただきました。お話も聞かせていただき、当時の生活を想像するだけでなく、当時の子ども達の様子までがいきいきと見えてきました。

島を守る不断の努力がきちんと伝えられていない

　私たちが見せていただいたりお話をうかがったりした方々は、屋久島に熱い思いをよせ、それを行動してこられた方が多かったとおもわれます。しかしその結果と努力のプロセスが見えていません。例えば島には環境に配慮した先駆的な道路工事の試みが色々見られ、まるで展示会場のようですが何も説明がありません。また自然保護の長い闘いの歴史がありますが、どこにもそれを学ぶ場所がありません。

　役場などで島民向けのさまざまな講座の案内があるのを見ました。今回のフィールドワーク講座に伴って公開講座が開かれたのですが、島民参加が少なかったのを見た時に、島民の方々は何にどのくらいの関心をもって暮らしておられるのかと思いました。私たちが見た限られた場所にも例えば楠川温泉に意見箱が置いてありました。島の人々の「声」はどのように行き交っているのでしょうか？　短期間の滞在で島のことがよくわかっていないし、屋久島なりの事情があるはずと思いつつ、何かもどかしさを感じました。

　一方で地元出身の役場職員の中に、島の現状と未来を真剣に考え語って下さる方々がいました。島の自然とそのつきあい方を熱く楽しげに語る方々にも出会いました。こういった真剣な島人の思いがなかなか広がっていないように見えます。

　

良質の観光のひとつの形

　フィールドワークで訪れた中間のフルーツガーデンでは、二十分で一回りする間に変化に富んだツアーを楽しみました。屋久島南部の気候を生かした多様な植栽の中を、達者なガイドさんがその亜熱帯的な環境、植物の特徴と、人々の利用とをわかりやすく説明してくれました。説明があることで目の前にあるものが理解でき、思わず「へえ～」と納得しました。ツアーの後、今見てきた果物が美しく盛られて出て、それを味わうことも入場券とセットになっています。とてもオシャレな気分になりました。五感を使ったツアーです。亜熱帯の屋久島で熱帯の多様な果樹を維持することは大変な創意工夫と不断の努力が必要なのだと、経営者の岩川文寛さんは実に楽しそうに語ってくださいました。しかしその工夫と努力は、ガイドの説明や自然を生かしたもてなし方で、多くの観光客を引きつけ成果を上げています。大型観光バスでは入れませんが、これは着実に良質のサービスを提供し続けている屋久島らしい観光の在り方のひとつといえそうです。

環境という価値観が徐々に浸透し雇用も生んでいる

　森の木々の多くを伐ってしまい、スギを植林して山の作業所を閉じたという話を聞きました。しかし国有林の伐採作業の縮小の後も、世界遺産登録のお陰で、営林署に森林保護の仕事があるということでした。また植えた木の手入れが行き届いていないことから間伐をすべく、地元の木で家を造ろうというポスターを見ました。林業に新しい動きと価値観が生まれつつあるようです。

　私たちは、フィールドワーク講座で泊まり込みの生活をする中で、まずメンバーの屋久島高校生にゴミの分別の仕方を教えてもらい、屋久島式の分別に取り組みました。また、生ゴミの堆肥化をする工場を見学させてもらったり、店では廃油石けんを買い、食器洗いに使ってみたりもしました。こうしたことを通じて、身の回りから循環を考え実行している島内での動きを身をもって知ることができました。

  フルーツガーデンの例と合わせて考えると、環境重視の時代の流れに上手にのった仕事が生まれているといえるのでしょう。

屋久島総合自然公園・理想と現実のギャップ

　屋久島での世界遺産化がもたらした様々な現実を見ると、屋久島総合公園の計画は、理想とするところと現実とがうまく噛み合っていないのではないか、という印象を否めません。「自然と人とのふれあい」をテーマにしながら森を開発し、自然の中に人工的なものを作ってしまっているため、園内の展示物は、どこか近づきがたい印象のものになっています。

　世界遺産登録は、島の知名度を上げ、新たな産業を生みましたが、島の文化と自然を切り離してしまいました。観光を中心に考えると自然保護と開発とのバランスが取りにくく、島が今後どうなっていきたいかが見えてこないというのが、私たちが駆け足で見た屋久島の人と自然、とくに総合自然公園をめぐる現状です。

　ここには、屋久島でスローライフをという理想と自然公園の経営を考えるという大きな矛盾があるのだと見る人もいます。

本質追究・ 島びとが眠っていたら島は沈む

　現状把握の図解をもとに、それぞれの現状のはらむ問題点とその本質は何か、結局どこに問題があるのかを考えてみました。素朴かつやや辛口ですが、私たちの意見の率直なまとめです。ここでは、観光が自然も文化をも破壊しているのだということが見えてきて、そして、実は自然と文化は密接に関係を持っていたのだと気づきました。

観光の荒波に沈みかけている屋久島

　鮮烈な魅力を持つ屋久島の自然。世界遺産登録が行われてからというもの、これを利用した観光が屋久島では非常に盛んになりました。しかしながら、この観光が、屋久島の自然を破壊し、さらにはそれと切っても切り離せない関係にあった屋久島の文化を破壊してきています。自然と文化が破壊されてしまったら、屋久島には、『売り』とするものがなくなってしまい、その結果観光までも崩壊するでしょう。すると、観光に頼ってしまっている屋久島の産業までもが崩壊してしまうに違いありません。このような構図に気付くと、今のままでは屋久島は沈んでしまう、そう言っても過言ではないように感じられました。

　観光のかかえる問題点は、観光客側の問題点と受け入れ側としての島側の問題点の両面からとらえられます。

観光客側の問題点

　過剰な数の観光客と、その一人ひとりの意識の低さがあります。今や屋久島に来る観光客は一年に二十五万人とも言われています。観光客が屋久島の自然に与えているインパクトは、決して無視できないレベルに達しています。多くの登山者に周囲を踏まれ土壌が流出し根が露出、展望デッキを設けるしかなくなってしまった縄文杉がそのいい例でしょう。

　また、屋久島には山岳信仰があり、奥岳には地元の人も滅多に立ち入らなかったと聞きましたが、そのことを知らないまま、祈りもせずに山に登り、帰っていく人が大半です。いったい旅行者のどれ程が自分たちの負っている責任を自覚しているのでしょうか。『エコツアー』の名称ばかりが先行して、一日だけ来てただ縄文杉を見に行くだけで帰るとしたら、そのどこが「エコ」と呼べるのでしょう。自分自身が満足しているだけならば、そんなものはエコツアーではなくて「エゴツアー」と呼ぶべきでしょう。

受け入れ側の問題点

　しかし、観光客側の問題点は、同時に受け入れ側としての島側の問題点でもあります。受け入れ側の意識が変わることなく観光客の意識が変わるのは無理です。

　世界遺産登録がされて以来、島には観光業で生活を立てる人が増加しました。これら観光業者による観光客の山などへの立ち入りは無制限で、観光目的・営利目的のために節度無く自然が利用されています。

　また、島の伝統的文化は、一部で大切に守っていこうという働きかけはあるものの、島民の中でさえ忘れ去られつつあります。ましてや観光客に理解してもらおうとする姿勢は無いに等しい状態です。悲しいことながら、観光に依存してしまっている、観光客にこびてしまっている、そんな屋久島の問題点が見えるようです。

開発方針も資本も外から？

　さらに問題は観光だけにとどまりません。外部から押し寄せて来る荒波に島の人が翻弄され、なすがままになってしまっている現状は、様々な面で見られます。今後、島を金儲けの使い捨て材料としか見ないような業者が新たに流入し、島の自然・文化を破壊する恐れもあります。以前から島に根付いている業者も、観光客の増加という新たなビジネスチャンスを活かすにあたって、それが島の昔ながらの商店や産業の絶滅につながらないような配慮をしているでしょうか。島びとの屋久島独自の発想や希望に対する県、国の方式の押し付けも見られます。

便利さと消費優先に変わる島びとの価値観

　そんな荒波だけではなく、気付かれぬままに押し寄せ、島の生活をがらりと変えようとしている波もあります。それは、いわゆる「科学技術信仰」がもたらした島びとの価値観の変化です。ゆったりとした時間の中で、自然と共に歩んでゆくような暮らしから、便利さ・快適さを求める「都会的」な消費型の暮らしへ、島の暮らしは着実に変化してきています。どちらの暮らしが島の人びとの望みなのか、それはもちろん、外から見ている私たちに決めることなどできないことです。しかし、外部からの荒波に島が沈みかけていることに島の人びとが気付いていない、もしくは気付いていたとしても積極的な働きかけとなって表れてきていない点は、私たちにも気づくことができた問題です。

島の人々が何を考えているのかが伝わらない

　外部の力に依存せずに何かをおこすだけのパワーが島には不足しているようです。島人に意思表示の場に参加してもらうことが難しいと聞きました。自然公園では高齢者やハンディキャップがある人のことがあまり考えられていません。島人の多くは屋久島の未来をどう考えているのでしょう。若者がどんどん外へ出て島は過疎化の方向にありますが、若者の多くは職さえあれば島へ戻ってくると言います。しかし、よく考えてみると、職が無くても自ら起業するくらいのパワーがあれば問題は大幅に改善されるのではないでしょうか。事実、屋久島では時代の流れに上手にのった仕事も生まれ、成功している例もたくさんあるのですから。

このままでは観光の荒波に島が沈む

　島の人が島ならではのよさと、そのよさがさらされている危機に本当には気付いていないように見える今の状態は、島びとが眠りこんでいるようなものだと私たちは強く危惧しています。島びとが眠り続けていたら、このままでは観光の荒波にもまれるうちに、屋久島の良さである自然と文化そのものが忘れられ、沈んでしまいます。

　問題点がはっきりしたら、それを裏返せば解決策となります。「島びとが眠っていたら島は沈む」と気づいた以上、構想計画は「目をさまそう」となるしかありません。つまり、何よりもまずは島びとの意識改革が必要だということです。

　実は、川喜田二郎先生のＫＪ法による問題解決学では、現状把握を経て、問題点を明らかにする「本質追究」から「構想計画」にいたる途中に、「評価」という大切なステップが置かれています。そこで、何がもっとも重要かを評価するとともに、事業を進めるかどうかの決断をします。ここでは、上屋久町としてすでに進めている事業であり、受講生一同も私どもも実施を担う主体ではありませんので、「評価」を行わず、地元のみなさんへのご参考までに構想計画と具体策の例を示したものです。そのため、的はずれの部分があるとは思いますが、真剣な若者たちの取り組みとして、暖かい目で見ていただければ幸いです。

　フィールドワーク講座では、屋久島総合自然公園計画の具体策については、最終日におよそ百五十項目におよぶアイデアを出しました。これをＫＪ法でまとめる時間がありませんでしたので、このたび、箇条書きから読み下せる文章の形に補筆しました。

構想計画・目覚めよ島びと！

　世界遺産に指定され観光産業が勃興する中で、島の自然や文化が危機に瀕していることをはっきり認識することは重要です。しかし、それだけでなく島の良さを島びと自身が再認識することも大切ではないでしょうか。「島の良さ」と一口にいっても、何を挙げるかには多彩な意見があるでしょう。もちろん屋久島にしかない自然はそれに入るでしょう。さらにその自然を敬い、恐れを持って接してきた伝統文化が屋久島にはあることを私たちは学びました。それにもっと目を向けて、そのことによって島を守っていこうという意識を島びとたちの間で共有できるようにしていくことが必要ではないでしょうか。

文化による観光の制御

　現在の屋久島がかかっている病気、それは「観光依存症」という名前かもしれません。「現状把握」ではっきりしたように屋久島に大きな変化をもたらしたもののひとつが観光でした。観光による屋久島の自然・文化の破壊と、「観光依存症」の蔓延です。このふたつの側面は複雑に絡み合っています。観光で儲けようと外部から大手の企業がやってきます。そしてその儲け優先のマスツーリズムに携わって暮らしを立てる島びとが次第に増えてきました。皮肉にも島びと自身が自然・文化の破壊に加担してしまっているという現実です。これは、沖縄の米軍基地問題にもやや似た点があるかもしれません。この構造を打破するには両方の側面を解決しなければなりません。

　まず自然･文化を破壊してしまうような観光のあり方を再考することが急務です。そこで私たちが提案するのは、「文化による観光の制御」です。屋久島には元来自然を敬い、恐れてきた伝統文化があります。それを今日的なものとした上で新しい観光に取り入れることです。例えば本来神々の領域である奥山の利用に節度を持たせるといったことや、いわゆるエコツーリズムをきびしく再検討し、自然･文化を壊さない永続性のある観光を模索することなどです。

　もう一つは「観光依存症」からの脱却です。そのためには、地域の特性を生かした観光以外の産業を新たに興すことに真剣にとりくまなければなりません。具体的には農業・林業・漁業を見直し、消費者の新しいニーズを開拓するような形での第一産業の再生と、一・五次産業つまり産物の加工などの工夫です。さらに、自分たちで新たに仕事をつくること、つまり起業によって魅力のある仕事ができることが分かれば島の若者を引き止め、呼び戻すことも可能になるでしょう。このような試みについては、成功・失敗を含めて全国に様々な試みがあります。ぜひアンテナを広げて情報をどん欲に集めていただきたいと思います。

もっと声を出して下さい

　情報は受けるだけではおもしろくありません。地域での本音の意見交換を踏まえて、これからの島の未来はこうあるべきだ、というような具体的で魅力ある共通のイメージを見つけることができれば、それを全国・全世界に向けて発信することが可能になります。

　私たちが全国から引き寄せられて参加している「屋久島フィールドワーク講座」をひとつの例とする環境教育の発信基地も魅力ある提案だと思います。その他に屋久島発の町づくりとして、これは私たちの思いつきの域を出ませんが、例えば高齢者・ハンディのある人に配慮した島のモデルになれないでしょうか。これはバリアフリー施設の充実だけを謳ったものではありません。助けを必要とする人には自然に手を添えることができるようになるという、島びとの心そのもののバリアフリー化を言っているのです。これらはほんの一例に過ぎません。「自然」だけでなく、生活や文化の側面からも何かを世間に訴えられる島、そういう島になれるだけの大きな財産を屋久島はもっています。

　今回のフィールドワークによって私たちがたどり着いた結論は、「もっと屋久島の人々に、声を出してもらいたい」というものでした。この結論は、大きく分けて二つの意味を含んでいます。

　まず一つ目は、自然のすばらしさだけではなく、その自然とかかわってきた、島の生活や文化というものを、もっと周りに知らせてほしい、ということです。

　屋久島に来て海や山や植物を見ていると、普段は気づかないような自然界のパワーに気づかされます。もちろん、原生林の迫力によって気づかされる部分もありますが、屋久島に来てみて、何気ない自然にも目を配れるようになりました。そういった自然の多くは、解説がなくても肌で感じることができるものです。しかし、その自然を形作ってきた、あるいは守ってきた人々の暮らしは、教えてもらうことなしにはなかなか感じ取ることができません。今回、様々な方のお話を聞く中で、その生活がいかに自然と結びついてきたのか、人と自然とのかかわりの豊かさ、厳しさ、そして楽しさを感じることができたと思います。このような体験があってこそ、初めて屋久島の人々の歴史を知ることができるのであり、屋久島を訪れた人々が、彼らの自然とのかかわり方に思いをはせることができるようになるのではないかと思いました。

　もう一つの意味は、屋久島がどのような島になっていきたいのか、また、どのような島になってほしくはないのか、ということについての考えを、もっと地元の人たちが積極的に発信してほしい、ということです。

　世界遺産登録の後、飛行機やフェリーの拡充も相まって、観光が屋久島に与える影響が大きなものとなっています。観光によって潤う産業が出る一方で、生活の基盤である屋久島の自然や文化に少なからぬ影響が及んできています。もちろん、悪い影響ばかりであるとは言えませんが、守るべきものが壊されてしまっているという面は重視しなければならないと思います。観光や環境という言葉をキーワードにして島外からの注目が集まっている現状では、島の人々が主体的に何らかの行動をおこし、意見を発信していかなければ、地元重視の変化を起こしていくのは難しいのではないか、というのが私たちの持った感想でした。

　もちろん、外から来る人々が変わらなければならない部分もたくさんあります。しかし、そのためには島の人々がもっともっと声を大にして、外からの人々に知らせていくということが重要になるのではないかということを、今回の私たちのフィールドワークの結論としたいと思います。

屋久島総合自然公園の活性化への方向

　観光化という荒波の中で島の未来を見据え、屋久の島びとたちがいま舵を切るための参考資料のひとつとして、私たちが課題として与えられた「屋久島総合自然公園の活用へ向けたアイデア出し」の中に利用していただけるものが少しでもあれば、と私たちは願っています。毎日朝六時から深夜まで、島を歩き、島びとたちの声に耳をすまし、わがことのように真剣に議論する過程で生まれた提案のすべてを、ここに紹介しようと思います。これらを民主的手法で評価し、具体的にどれを選択し、今後の様々なプロジェクトのスケジュールに乗せていくかは、もちろん島びと自身がとりくまれる課題であることは言うまでもありません。私たちは、多くの地元の方々の長期間の準備とご協力があったとはいえ、わずか一週間の滞在の見聞に基づいてそのための材料の提供を試みるにすぎないのですから。

観光客優先でなく島びと優先で発想（具体策その１）

　まずは、屋久島の観光のあり方への提言です。

　「島の人にいいことは観光客にもいいはずだ。」この言葉は、沖縄県の最南端の八重山諸島の中にある竹富島の経験から生まれた上頭勢芳徳さんのことばです。島びと本位に発想して、それが結果的に観光客にも喜ばれるなら、こんなに素晴らしいこととはありません。例えば、ふたたびトビウオがたくさんやってくる海を取り戻したいというのが、島の人々の願いであるならば、魚付き林を保全したり、飛魚招きの祭を復活させたりすることができるでしょう。そうした島の暮らしをよくするための取り組みに招かれて参加がかなえば、私たちよそ者もどんなにうれしいかわかりません。

　地元の人の、地元の人による、地元の人のための計画を優先しましょう。そのためには、あまり気づかれていない島の人の島を守る努力が見える形にすることが大切です。屋久島の雑誌『生命の島』に連載された柴鐵生さんの「あの十年を語る」は、そのひとつの取り組みでしょう。岳まいりでのシャクナゲ採りの習慣など、地元での慣習が法律よりも優先されるような特別措置を求めるべきです。「どぶろく特区」なども誕生しています。国や県の行政のシステムにも地元の声が反映されるように新しい時代にあった「新・屋久島憲章」を地元で制定する試みはいかがでしょう。これには屋久島高校生たちも大いに力を発揮すると思います。

　私たちは、何気ないところにすばらしい宝物が埋もれていることを「島のお宝探し」のフィールドワークで実感しました。高校生だけでなく、例えば屋久島の雑誌『生命の島』に連載されている集落マップを参考に、小中学生や高校生がお年寄りと歩きながら島のお宝探しをする、などというのは、かっこうの総合学習のテーマではありませんか。島の若者が島の魅力に触れるとともに、大人の人たちも日常の公民館活動を充実させて、行政や外部のＮＧＯなどの講習会などに受け身で参加するという姿勢からの脱却をはかる必要があるのではないでしょうか。

　竹富島では、「島にこんなものは要りません」と日常的に言い続けることで、少ない労力で大規模開発を避けてきたといいます。そうした知恵が発揮できる条件づくり、雰囲気づくりが大切だと思います。

　また、屋久島は、「環境にやさしい道路工法」の実験場のように、のり面の工法や様々なガードレールが導入されています。これらを見学するというタイプの新しいツアーも、ひとつの可能性として提案しておきます。

　地元発で、さまざまなメッセージが発信できれば、屋久島を愛する人のためのネットワークづくりに取り組むことも夢ではありません。そうして、屋久島をその自然だけでなく地域の人々もその文化も、丸ごと大好きになった人は、ファンクラブを作りたいと思うでしょう。勝手に作られるより、地元発で呼びかけた会員制のネットワークづくりが可能ではないでしょうか。はじめは会費を取らなくてもいいではありませんか。例えば、インターネットなども活用できるでしょう。時には、島では例えばこんなことで困っていますというような情報も発信していただければ、打てばひびくように全国からアイデアが寄せられるようにもなると思います。

観光の新しいルールづくりを

　自然を売り物にするエコツアーというのがはやっていますが、看板に偽りありの例もあります。竹富島の例ではパック旅行のマスツーリズムの方が環境に対する負荷が少ないといいます。団体で来て水牛車に乗って景色を眺めて写真をとってそそくさと帰って行くだけだから負荷はほとんどないのです。いまこそ観光協会などで自己点検をして、エコツアーならぬエゴツアー度（もうけ主義、自分中心、環境への悪影響など）のイエローカードを発行することが必要な段階に来ています。自主的にそうできなければ、利用者が「あそこはエゴ度何点」などとインターネットで流すようになり、屋久島全体の評価が下がる恐れもありましょう。その一方、ガイドの質を保つためには、ガイドが集まって勉強会をしたり研修を受けたりできる、ガイド育成の場が必要です。それは、島人にとっての観光のあり方を考える場ともなるはずです。

　観光客の中には旅の恥はかき捨てという態度の人もいます。島の習慣を知らないでしてしまうこともあるでしょう。島びとはお金欲しさに観光客にこびるのでなく、もっと誇りをもって島の伝統や文化を伝えてください。「自然・文化を大切にしている屋久島だった」というのが、何よりのおみやげになるはずです。観光客のルールをつくり、それが守れない人は「来島されなくていいです」くらいの気持ちが島には必要です。来島する船、フェリー、飛行機の中で必ず「島のきまり」を学習してもらうことが絶対に必要です。観光客が島の自然や文化をこわさない観光のあり方を身につけてもらう場も必要です。屋久島発の島づくりの手本を外の人に教え、島のカミにあいさつをする習慣とその意味を紹介します。奥岳に登る場合は、まずここに立ち寄って下さいという場があれば、山との屋久島流のつきあい方を事前に学べます。登山帰りの人ももちろん歓迎します。

　山が汚物やゴミで汚れること、道が壊れることを防ぐには、教育啓発だけでは無理です。奥岳登山の総人数規制をする以外にはありません。そもそも奥岳は、神の住まう領域であり、年に二度の岳まいりにだけ訪れる場所でした。その時も海で禊ぎしてから出かけたという歴史を屋久島の方々は忘れてしまったのでしょうか。その意味で、縄文杉までもっと気軽に行けるようになる、といった開発が屋久島にとっての自殺行為になることを恐れます。

新しい産業を興して島を元気に

　島の野菜を島で食べたいですね。家で作った野菜を売りに出せるミニ市場が地産地消の出発点です。民宿や食堂で使う野菜は誰が作っているのでしょう。農業体験と観光をリンクする、グリーンツーリズムの道も探りましょう。猿害の問題から、ぽんかん・たんかん以外に、気候を生かした特産と言える農作物をなんとか探し当てられないものでしょうか。農家体験やホームステイで、自然遺産の屋久島という売り物だけでない島の良さを味わってもらいましょう。何年かに一度であってもリピーターをこそ大切にしましょう。

　いま、全国の地方都市では、商店街の衰退に悩んでいます。もう一度活性化するために、朝市、蚤の市、フリーマーケットなどが提案されています。そうした機能をもった空間をどこに作るかは、いろいろな意見があるでしょうが、自然公園に人が集まる仕掛けとして利用する可能性はあります。少なくとも公園の一角に無人市など、島のものを島の人が買える場所を置くことはできるはずです。たまにはイベント的に不要品などをもちよる物々交換の場というのも面白いでしょう。昭和の初めまで、鹿児島では「デコンガエ」といって、桜島大根を物々交換で入手する市が立ったそうです。

　それでは、次に、屋久島総合自然公園のリニューアルにむけた具体的提案をしてみましょう。

総合自然公園へのアクセス（具体策その２）

　自然公園は市街地からかなり距離がある場所なので、車での移動が前提になります。ただ漫然とバスや自家用車で来るというのでは印象が薄いので、昭和三十年代風ボンネットバス、水力発電で動く電気自動車、隣のトトロのネコバス風など、見ただけで乗ってみたくなるように一工夫してはどうでしょう。帰り道には、小回りのきく人力車、自転車タクシーなどを使える部分があるかもしれません。当面の現実的対応としては、行事などの時に、スクールバスが利用できないか検討してはいかがでしょう。

　車を駐車場において、さらに奥に入る場合には、屋久杉を運び出したトロッコの復活や、馬搬を観光用にアレンジしたものが面白いでしょう。観光客が殺到して地元の人が使えない、という事態は本末転倒ですから、駐車スペースを地元の車とレンタカーとに分ける工夫も将来必要になるかもしれません。

わかりやすい案内・説明を

　来てみたけれど、よく分からない、ということがないように、自然公園とその周りの要所要所に案内や説明板を作る必要があります。いろりのある休憩舎は素敵な施設ですから、もっと利用率が高まるように、使い方の交通整理をして大いに開放しましょう。

　自然公園をルートに組み込んだルートマップは、当然必要です。現在のパンフレットを改良して、空港や港で降りた人が行ってみたいと思うような効果的なものに改訂しましょう。

　入り口にあるビニールハウスはちょっと魅力的でないという意見がありました。来る人を引きよせるような工夫をしませんか。シャクナゲなどの展示室にも工夫がいります。並べるだけでなく、陳列に高さの差を付けて見やすくしてください。基礎知識がなくても楽しんで満足できるように植物の配置や説明に工夫がいります。専門家はたくさんおられるようですから、助言をもらって固有種の説明をつけたり分布別に配列するなどして知的な興味もひきつけましょう。

　来場者が自ら考えながら体感できるコースを作り、できればそれにガイドをつけましょう。ガイドは、植物好きの地元のお年寄りなどのボランティア的な働きに期待し、来た人もガイドする人も楽しめるようになれば素敵です。

　触る、味わう、匂いをかぐなど、五感で楽しめる場になればいいな。ハンディのある人も楽しめるでしょう。車いすで移動できるルートづくりと、点字ブロックの設置は不可欠です。

野外博物館構想

　上屋久町立の歴史民俗資料館は、非常に手狭で、新たな収集も展示の更新も難しい状態です。古い民家を移築し、野外展示を含めた博物館にするという構想も耳にしました。適当な場所がすでにあれば別ですが、総合自然公園はその候補地のひとつとして検討に値する場所だと私たちは考えました。

　移築家屋を維持し、案内・説明できる民間の組織をつくることが望まれます。集落ごとの違い・よさを発見できる場ともなるでしょう。地元の人が昔を思い出して泊まれる施設になれば、高齢者福祉としての付加価値も生まれてきます。再生された古民家で当時の生活を実体験することは、子ども達にとってもわくわくするような経験になるでしょう。縦割り行政を改めて、福祉や教育担当部局の知恵や予算を持ち寄ることも検討していただきたい課題です。

　総合自然公園に博物館機能を持たせるならば、屋久島の林業遺産の保存と展示はひとつの柱になるでしょう。営林署があったころの官舎払い下げ移築家屋は材料がいいため、いまも健在です。その再移築も考えられましょう。自然公園に隣接する営林署の事業所跡や学校のあとを公開可能な形に整備して、徒歩で訪れられるようにすれば、動線に広がりが生まれていいかもしれません。

山の文化を味わう

　サクラ・ツツジ・サルスベリ・紅葉・アオモジなどの季節を変えたお花見の場にするというアイデアもあります。お花見できるくらい見ごたえある花畑になれば、多くの人が引きつけられるでしょう。また、四季折々に、フルーツ、木の実、葉っぱに虫……。そういう自然に触れて楽しめる場になれば、暮らしが自然とつながってきたことを体験することができるでしょう。また、屋久島の森の食文化、川の食文化を再発見する場として発展させて、食べられる木の実やキノコや山菜などで山の幸・川の幸料理教室を開くことも面白いでしょう。食べ物以外にも広げ、売店を作り特産物を売ることは当然必要ですが、投資する経費との関係から、当面レストランは作らないのが賢明でしょう。ここは大切なポイントですが、たとえ要望があっても環境教育の観点から自動販売機を置かないこと。さらに、売店で弁当を売るなら、杉板などを生かした屋久島型弁当箱の開発やデポジット制などの導入と普及の実験場とすることも可能です。

屋久島の現在と未来の世代のために

　「水ガキ」という言葉をご存じですか？今絶滅に瀕している「川遊びをする子ども達」のことです。自然公園が水ガキ続々復活の場になれば、と願います。ですから、イベントは「○○講座」といった堅いものばかりではなく、「川に出かけよう！」とか、子どもも大人も喜ぶように工夫する余地があるはずです。例えば、川に魚を戻すための会を開くとか、くり船で川を下るなどのアイデアです。カヌーでいっぱいにならないように利用人数の制限を考えた方がいいでしょう。

　川と森それぞれでの活動があっていいのですが、川・森のつながりを持たせるようにもう一工夫すると良さそうです。

　「木の実とり」などの昔の子どもの遊びは、やり方次第で案外今の子どもたちにも受けるでしょう。兵頭さんや長井さんが主催しておられる「山の学校」は、何度も参加する子どもがいるそうです。活動の内容によって魅力を生み出すことができる証拠でしょう。久保田杉と呼ばれる屋久杉など自然公園の周りにある豊かな自然を生かして、例えば「植物探し遊び」ができるコースを開くこともできるでしょう。夜になれば、ホタルや星の観察会を組むこともできるでしょう。石垣島ではホタル、星、夜光虫という三つの光を見る「エコツアー」があるそうです。そうした面白い例が参考になります。

　織物、鍛冶屋など、屋久杉の土埋木加工以外の伝統工芸の復活と創造が必要です。そういう工房がいくつか並んでいたら楽しいでしょう。でも、特別な空間というのでなく、普通の生活の中に自然公園がある、または、自然公園だけどそこに普通の生活がある、そんな感じを作ることはできないでしょうか。

　もちろん、島の様々な行事の会場としても活用されるでしょう。また自然公園にあった新しい行事を作る工夫も必要でしょう。これは、屋久島産業文化研究所（『生命の島』を発行）の日吉眞夫さんの発案ですが、せめて年に三日、正月、五月、九月の山ン神祭の日には、奥岳に入るのをやめて、そのかわりにみんなが楽しめる行事を里でやりませんか。そのための場所として島の北側なら総合自然公園はうってつけではありませんか。

自然保護を考える

　今日の屋久島があるのは、さまざまな先人の努力のおかげだということがよく分かるように、また自然保護の現場の大変さを知ってもらえるような展示を提案します。自然破壊と闘ってきた歴史は、生活か自然保護かの葛藤の歴史でもありました。それを伝える場が必要です。島の文化と自然との関わりを示し、なぜ屋久島では今まで自然が残ってきたかを伝えられる場にする展示がほしいと思います。屋久島の自然は素晴らしい、という展示は多いのですが、それだけでなく、壊されている現状を伝え、生々しいことも隠さない勇気を展示にもりこんでほしいのです。観光客にとって、屋久島の自然・文化の危機的な現状を知ってもらえる場が少なすぎるのです。ですから、先に述べたガイドの研修・登山客の事前学習の場として自然公園を活用することもありうる選択です。そうした学習を通して島を訪れた観光客の役割・責任を自覚してもらうことができれば、観光協力費の名目で入島税や入山税にあたるものをいただいても納得をいただけるでしょう。収入と支出のバランスを考えるためにも、適正な入場者数の設計と予測が不可欠ですが、そうした観光協力費で公園の運営費を助成することが望ましいと思われます。

　せっかく作った川沿いの遊歩道が二〇〇四年の四号台風で大きく壊れました。三十年に一度はあるという大洪水を視野に入れた、自然の力に逆らわない設計の公園でなければ、維持費がかさむばかりです。

　利用人数にもよりますが、きちんとしたゴミの分別をどうするのか、排水処理の方法は、ということが大きな問題になります。ここは、発想を転換して、屋久島のゴミの分別と行方を紹介し、配水処理の過程そのものを見せることで、学びの場ともなるように工夫します。島で集められた廃油で、参加者が石けんづくりを経験できる、というのもありふれてはいますが、やってみる値打ちは十分あると思います。こういった環境に関したテーマは先進的なこととして「さすが屋久島」と受け入れられると思われます。

植物育成施設改造計画

　今ある植物育成施設をちゃんとした島の第一次産業と位置づけることを目指しましょう。シャクナゲの花をおしゃれにして「岳参りのおみやげ」をセールスポイントに、花屋や土産物店でも売ればどうでしょう。鉢に値段を示すだけでなく、種子から開花までにかかった年月と手間を説明して納得の上で買ってもらうといいでしょう。高地のシャクナゲなどの夏越しは涼しい場所に移してする方がいいかもしれません。

　島に新しく生まれた子どものために親が木を植え、成人まで毎年そこで記念撮影をするという習慣づくりなど、花を買わなくてもリピーターができるように様々な工夫をしてみませんか。

島びとの交流の場づくり

　観光客よりもまずは島の人が集まってくる場所にしましょう。ボランティアを募って住民参加型の公園にして、島の人がなごめる場にします。取り壊される伝統的な民家があれば、それを移築し昔ながらの風景を再現できます。そういう場所では、高齢者は生き返ったようにはつらつとするという事実をごぞんじでしょうか。そこに語り部がいたり、民謡を歌ったり、お茶があったり、座れるようにしてほっと一息つける居心地のいい場所にしたいものです。高齢者だけでなく、絵や歌、俳句、書などの市民サークルの集まりの場と展示の会場としても、使いやすいものであれば利用率も高まるでしょうし、アートの展覧会、講演会の場などの生涯学習の場としても活用されるでしょう。また、若者たちも集えるようにダンス、カラオケ、演奏会場の設定もいいかもしれません。すでにある野外ステージをうまく活用していくための工夫が必要でしょう。そういうつどいが屋久島に住んでみたいと考えている島外の人との交流の場になったり、ひょっとすると嫁・ムコ探しのお見合いの場に発展したりするかもしれませんね。私たちにお話をしてくださった方々など、日を決めて島の語り部の方のお話をいろりばたで聞けるようにすれば、屋久島の人と自然の歴史が学べる場ができると思います。

　町の職員の方には、非現実的と感じられるかもしれませんが、役場機能の一部を移すぐらいの意気込みでとりくまなければ、いくら予算をつぎこんでも、島の人びとがつどう総合自然公園の実現は難しいかもしれません。結局、島の人の島への愛をよびさまし、結束を深める場にできるかどうかが成功の分かれ目になると思われます。

神々の復権

　屋久島の伝統文化の中枢にある山のカミ、水のカミへの信仰に触れ、それを取り戻せる場が必要です。総合自然公園でも、周りの山々におわす神々について知ることができるように配慮してください。ガラッパなど民話・伝承を生きたものとして伝えましょう。「昔はここに出たが今はいない」のなら、昔のその場所の様子と現在ある状態を知ることからはじめましょう。お年寄りと子どもが一緒に遊べる森の文化の再認識と継承の場づくりです。きっとそれが、屋久島の新しい文化の創造につながります。

命の洗濯の場 ・湯の川温泉の復活

　観光客が多くなって、地元の人がのんびり入れない温泉があるという反省に立って、地元向けの湯治場として湯の川を復活させましょう。昔の湯治場の再現をめざして、例えば薪で焚く五右衛門風呂も面白いかも。島外者入浴料との差をあえて大きくする料金設定をすれば、お年寄りが気軽に集えるデイケア的機能も発揮できるでしょう。簡単な宿泊と調理ができる施設として、現在の休憩舎はそのまま利用可能です。民家の移築が可能なら、もちろんそこに泊まってもいいのです。泉源の水量が少ないようですから、足湯浴場を作って、子どもから年寄りまでが楽しめる仕掛けを作るとか、夏は冷泉のまま利用することも考えてはどうでしょう。排水処理はその場できちんとするとともに、川の上流であるという環境への配慮からシャンプーなどの合成洗剤は厳禁にしてください。「湯の川温泉では、子どもも年寄りもすべての人が平等だった」と中島繁安さんが語っておられるすばらしい歴史を生かして、島の人の安らぎの場、心と体の癒しの場を自然公園の魅力の柱にしませんか。

おわりに――いま希望を語る

　一週間という限られた時間の中で、私たちなりに学び、感じたことを率直にまとめてみたのが今回のこのレポートです。この中から、少しでも屋久島の将来に役立つことがあれば、と一同願っています。

　最後になりましたが、お忙しい中、私たちのために時間を割いてお話をしてくださった、岩川文寛さん、上勢頭芳徳さん、笠井林さん、木原幸治さん、柴鐵生さん、塚田英和さん、中島繁安さん、永野憲一さん、そして山本秀雄さんには、人と自然のかかわりコースのメンバー一同、心よりお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　参加した学生たちの感想から、一人分だけですがご紹介して、この報告の結びといたしましょう。「人と自然班」で最年少の十九歳だった大久保実香さんの問いかけは、私たちの胸に突き刺さります。

　フィールドワーク講座に先立つひと月のウミガメ保護のボランティアとしての屋久島滞在と、その直後の講座への参加を通して彼女が気づいたこと。それは地域を知ることの大切さでした。そして、地域のよさを知ることを通して地域を愛するようになること。愛する地域が滅びるのを傍観できないと立ち上がり、「地の者」として生きるすべを模索すること……。

　映像作家の龍村仁さんが『地球交響曲・ガイアシンフォニー』第四番の中で、霊長類学者のジェーン・グドールさんに問いかけた、「いま子どもたちに伝えたい言葉は？」へのジェーンさんの答え「相互理解・愛・希望（understanding, love, and hope）」にぴったり重なる受講生からのメッセージの引用をもって、屋久島からいただいた今回の課題への一応の答えとお礼とさせていただきたいと思います。

        　　　　　　　　　（あんけい・ゆうじ　大学教員

　　　　　　　　　　　　　　あんけい・たかこ　大学パート教員）

地域を愛し「地の者」として生きる

　ぐわぉー。八月二十四日、朝。私を乗せた屋久島発鹿児島行きの飛行機が、轟音を上げ滑走路を走り始めた。どんどん加速する。周りのものを何もかも振り切って、耳の痛くなるような不協和音をたてて、突き進んでゆく。喉の奥がぎゅうっと締め付けられて、涙がぼろぼろ落ちた。屋久島にこんな速度があったなんて。

　屋久島での何気ない日々の出来事と出会った人々の言葉が、頭の中に蘇れば蘇る程、せつなかった。「屋久島では、時間の流れが違う。まずそのことを理解してほしい。」という塚田英和さんの言葉。「百年後、二百年後は、屋久島はだめになっていることだろう。でも、それからさらに三百年もたてば、また豊かな自然のいい森ができていると思う。」という柴鐵生さんの言葉。生きてきた長さが想像できないような大木の数々。コケのしっとりとした青で覆いつくされた山奥の石碑。刻一刻と海の色が変わるのを、ただずっと眺めていた時間。海水が塩になってゆくのを待つ間の、ゆったりとした心。出会った人みんなと「こんにちは」をかわすのが当たり前になっていた生活。出かけることなんて滅多に無いし、テレビもラジオも新聞もないけれど、毎日いろんなことがあって、いつも笑っていたこと。わたしが肌で感じてきた、屋久島の時間の流れ。

　でも、飛行機の中で、今こうして感じているのも、同じ屋久島の時間の流れ。もう手遅れだ。この島にこんな速さが生まれた瞬間から、島の運命は決まってしまっていたんだ。展望デッキの上の大勢の人に取り囲まれていた縄文杉、「生水は飲めません」と書かれた看板、大型スーパー流入の陰で失われつつある地元の商店。これも、私が感じてきた、屋久島の真実。この一週間、私達なりに真剣に考えてきて、豊かであるとしか考えていなかった屋久島の自然や伝統的文化が外からの流れに沈みかけているという現実に突き当たった。でも、本当は、「沈みかけている」なんていう生やさしいものではなかったのだ。この島が沈むのは時間の問題。もうどうしようもない。始まってしまった流れを止めることはできない。そんな思いは拭い去れるものなら拭い去りたかった。けれど、時速数百キロで走る飛行機の中、どうしてもできなかった。

　地元ならではのことを大切にした伝統的暮らしと、世界中どこでも均一な都会的な暮らし。どちらの暮らしが「よい」かを決めることなどできないのはわかっている。正直に言えば、屋久島にいる間、二十四時間営業のコンビニがあればなぁと思ったことが無いわけではない。でも、たくさんの場面で、“ある”がために気付けないでいる、“ない”ことのよさに触れることができたのも事実だ。屋久島に、屋久島の時間の流れがなくなってしまう……。それは嫌だった。

　昼過ぎにはもう、私の実家がある千葉県流山市に着いていた。中学二年で引っ越してきて、高校三年までの五年間を過ごした町。分譲住宅地が今も次々と新築されている、典型的なベッドタウン。新しく「つくばエクスプレス」という電車が開通するため、わずかに残っていた森もなくなりつつある。次の日、たまたまいつもと同じように町をぶらぶらしていたら、今まで目にとまることのなかったものにたくさん出会った。古い家屋や神社、立派な玉葱畑、小さな商店。五年も住んだこの町に、この町らしさがあったことに気付いたのは初めてだった。私はこれまで、この町に愛情を持ったことがただの一度も無かった。田舎とも都会ともいえないどっちつかずの雰囲気が好きになれず、いつか出て行く場としか考えていなかった。しかし、私はこの町を知ろうとしたことがあっただろうか、好きになろうとしたことがあっただろうか。屋久島に屋久島の自然と文化があるのと同様、ここにもここの自然と文化があるという、ごく当たり前のことに初めて気付いた。そして、私の生活がそれらの破壊という犠牲の上に成り立っていることにも、私のすぐそばで今日もそれらが破壊され続けていることにも、初めて気付いた。今住んでいる茨城県つくば市にしても同じこと。つくば研究学園都市は、まさに科学技術推進のため『近代的』に建設された場だ。しかし、そこにもまた、切り捨てられてきたその土地ならではの自然と文化がある。屋久島のように研究対象や世界遺産として、外から価値を見出されることもないだけで。

　伝統がないがしろにされ、人びとの暮らしが『都会的』になる流れが止められない。屋久島だけの話でも、ボルネオのジャングルやその他世界の「自然が残っている」とか「野生生物の宝庫」とかとされている場所だけの話でも、決してない。日本中、世界中で、今もひっそりと同じことがおこっているし、おこってきた結果があちこちに転がっている。神も、伝統文化も、自然も、何もかも、誰からも価値を見出されぬままいつの間にかに消え去っていく。私たちが直面した問題はどれも、屋久島だったから実感できたというだけ。今までもごく身近にあったのに、気付いていなかったに過ぎないのだ。

　私たちは、超都会的な場と、自然を残す場と、両極を地球の中につくろうとしてはいまいか。屋久島が守るべき世界“遺産”となった、とは、裏返せば、他は全世界同じ画一的な流れにのるのが当然であるということ。全体としては合理性、利便性、世界共通を求める一方で、特定の人びとにだけ地元ならではのこと、伝統、文化、自然の大切さを認めることを強いているようなものだ。それではうまくいかないことは、屋久島で痛いほどわかってしまった。『ひとが何を大切にしたいか』『幸せとは何か』はじめから考えなおさなくては。島の人に島のよさを見つめなおしてほしいと感じたならば、私も私の暮らす地域のよさを見つめなおさなければならない。そこにいる人がその地域を愛する。その大切さに今まで気付かずにいた。たとえ一時の住まいだとしても、少なくとも住んでいる間はその場ならではの地元のよさを知り、その地域を愛し、「地の者」として生きる。真に屋久島を守るために必要なのは、島びとの価値観の変化だけではない。地球上に住む私たち一人ひとりの価値観の変化が必要なのだ。そこにしかない小さなことを大切に、という気持ち。それを持たずに合理化、見た目上の利便性を幸せとするのであれば、屋久島にしても、他の世界遺産のような場所にしても、都会で暮らす人の観光地になり次第に俗化されついには消費されつくしてしまうだけ。私たちが今本当に直面しているのは、決して屋久島のような場所だけの問題ではない。もっと身近にある問題だということに一人ひとりが気付かなければいけないのだ。

　屋久島での生活とフィールドワーク講座を通じ、今まで出会ったものの見え方も、これから出会うものの見え方も、随分変わったのではないかと感じている。ひとつ古い殻を脱ぎ捨てて、いま、まだふやふやのままの新しい自分でいるような、そんな気持ち。普段の生活に戻り、様々な点で疑問を感じずにはいられない自分がいる。こうした疑問や矛盾を、見てみぬ振りせず、しっかりと見据え、自分なりに行動していくことができたなら……。

　屋久島でのすべての出会いに対しての恩返しとして。

　　（二〇〇四年屋久島フィールドワーク講座参加者・大久保実香）
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